
第３次士別市子どもの権利に関する行動計画（案）

令和４（2022）年度～令和７（2025）年度

令和４（２０２２）年３月



子どもの権利について

子どもの権利は、子ども一人ひとりが生まれながらに持ち、自分らしく、安心して過ご

し、健やかに成長するために欠かせない基本的な権利のことです。

士別市では、国連の「児童の権利に関する条約」、「士別市まちづくり基本条例」の理念

に基づき、子どもがいきいきと育つことを地域社会全体で支え合う仕組みを定めることに

より、子どもとともに、子どもにやさしいまちづくりを進めることを目的とし、平成25

年に「子どもの権利に関する条例」を制定しています。

４つの権利 ※条例では、特に大切な４つの権利について定めています。

◇安心して生きる権利

(1)命が守られ、かけがえのない存在として大切にされること。

(2)あらゆるいじめや差別、暴力を受けず、放任されないこと。

(3)愛情と理解をもって育まれること。

(4)健康に配慮され、適切な医療が受けられること。

(5)平和で安全な環境の下で生活できること。

◇ゆたかに育つ権利

(1)学び、遊び、休息すること。

(2)自然や文化、芸術、スポーツに親しむこと。

(3)生活習慣を学び、成長に応じた主体性を身につけること。

(4)必要な情報を手に入れたり、利用したりできること。

(5)主体性が育まれる居場所が確保されること。

◇自分を守り、守られる権利

(1)あらゆる権利の侵害から守られること。

(2)成長が阻害される状況から保護されること。

(3)プライバシーが守られ、誇りを傷つけられないこと。

◇意見表明や参加する権利

(1)自分の意見や考えを表明する機会が大切にされ、その意見や考えが尊重されること。

(2)仲間をつくり、仲間と集うこと。

(3)社会に参画し、意見が活かされる機会があること。

(4)社会参加について、適切な支援を受けられること。
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第１章 計画の概要

１ 計画の目的

「士別市子どもの権利条例（以下「条例」という。）」第 19 条に基づき、子どもにやさ

しいまちづくりを総合的かつ計画的に進めるため「士別市子どもの権利に関する行動計画

（以下「行動計画」という。）」を策定します。

１－１ 計画期間

行動計画は、「士別市まちづくり総合計画」と連動した期間としています。「第３次士別

市子どもの権利行動計画（以下「第３次行動計画」という。）」は、令和４（2022）年度か

ら令和７（2025）年度までの４年計画とします。

１－２ 計画策定

行動計画は、人権、福祉、教育などの子どもの権利に関わる分野において識見を有する

方及び関係団体の職員等で構成する「士別市子どもの権利委員会（以下「委員会」という。）」

での協議のもと策定します。

１－３ 士別市子どもの権利に関するアンケート調査の実施

第３次行動計画の参考資料とするため「士別市子どもの権利に関するアンケート調査（以

下「アンケート調査」という。）を実施しました。

2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度

士別市まちづくり総合計画

第２次士別市子どもの権利に関する行動計画（以下

「第２次行動計画」という。）
第３次行動計画

対象者 配布数 回答数 回答率

小学５年生 115 99 86.0％

中学２年生 145 114 78.6％

高校２年生 160 119 74.3％

保護者 420 303 72.1％
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第２章 第２次行動計画の評価・検証

１ 第２次行動計画の数値目標、重点施策

第２次行動計画では、５つの重点施策の各種事業に数値目標を定め、目標達成にむけ

取り組みを進めました。

１－１ 基本目標と重点施策

＜計画期間＞

平成 30（2018）年度から令和３（2021）年度まで（４年間）

＜目標＞

◯子どもの権利に関する市民の意識向上

◯子どもの意見表明・参加の促進

◯地域全体での子育て支援

◯子どもの権利侵害に関する相談・救済

＜重点施策＞

●子どもの権利の周知と学

習支援

●子育て家庭への支援 ●育ちを支える居場所づく

り

◇子どもの権利に関する

市民への啓発・広報の

充実

◇子どもを持つ親の子育

てに関する支援の充実

◇子どもの居場所の環境

整備

◇子ども自身が子どもの

権利を学ぶための学習

推進

◇子どもの居場所づくり

◇異なった世代との交流

◇文化・スポーツ活動等

への参加

●意思表明や参加の促進 ●子どもの権利侵害に関す

る相談・救済

◇子どもの意見発表や参

加の促進

◇相談体制の充実と相談

機関の連携促進

◇育ち学ぶ施設での行事

への参加や意見発表の

推進

◇不登校等の子どもの居

場所に関する支援

◇地域での子どもの自主

的な活動の支援

◇子どもの権利侵害に対

する救済体制の整備

◇子どもの発達に応じた

支援
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１－２ 数値目標の達成状況

重点施策 事業内容 目標 実績 達成状況

子どもの権利

の周知と学習

支援

子どもの権利条例の認知度の

向上

子ども 60.0％ 45.9％ 未達成

保護者 80.0％ 62.4％ 未達成

子どもの権利についての学習

活動等の実施

人権教室参加

※名寄人権擁

護委員協議会

主催

子どもの権利

救済委員、市

職員が参加し

子どもの権利

及び救済機関

について周知

達成

育ち学ぶ施設

学習会年１回

令和２(2020)

年度実施

※新型コロナ

ウイルス感染

症拡大防止の

ため令和元

(2019)年度、

令和３(2021)

年度未実施

概ね達成

子どもに関わるイベントや育

ち学ぶ施設における周知・広報

活動の実施

年５回

回数を満たし

ていない年あ

り

※計画期間中

16 回実施

概ね達成

子育て家庭へ

の支援

基本的生活習慣の定着を図る

取り組みの実施

啓発資料の配

付
実施 達成

講演会、学習会

の実施年１回
実施 達成

育ちを支える

居場所づくり

北地区こどもセンター（仮称）

における放課後等デイサービ

ス事業の実施

１ヶ所 １ヶ所 達成

意思表明や参

加の促進

子ども議会の実施 毎年開催 毎年開催 達成

こども夢トークの実施
市内小中学校

全校実施

年２～３校ず

つ順番に実施
達成
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子どもの権利

侵害に関する

相談・救済

相談機関の理解度の向上

子ども 95.0％ 70.7％ 未達成

保護者 95.0％ 81.2％ 未達成

オレンジリボンキャンペーン

の街頭啓発の実施
年１回 実施 達成

不登校等の子どもに対する支

援

適応指導教室

の開設
開設 達成

子どもの権利救済体制の整備

子どもの権利

救済委員会の

設置

設置 達成



- 5 -

２ 重点施策の評価・検証

２－１ 子どもの権利の周知と学習支援

◇子どもの権利に関する市民への啓発・広報の充実

市民への啓発・広報は、市立保育園生活発表会でのティッシュの配布をはじめ、11

月の子どもの権利の推進月間には学校や児童施設にポスター等を配布したほか、市職

員向けの「子どもの権利に関する研修会」を開催しました。

◇子ども自身が子どもの権利を学ぶための学習推進

子どもの権利を学ぶための学習は、小中学校へのパンフレットの配布のほか、士別市

子どもの権利救済委員会主催の講話や名寄人権擁護委員協議会主催の「人権教室」な

ど、児童・生徒が子どもの権利を学ぶ機会の推進に努めました。

子どもの権利に関する認知度は、アンケート結果から子ども 45.9％、保護者 62.4％

で目標達成には至りませんでした。認知度を高めるため周知や効果的な広報活動のあ

り方が課題です。

２－２ 子育て家庭への支援

◇子どもを持つ親の子育てに関する支援の充実

子育てに関する支援は、子育て支援センター「ゆら」や保健福祉センター等の関係機

関が連携し、育児中の保護者や妊産婦等を対象とした育児講座や妊婦相談、産後ケア事

業等を実施しました。

また、子育て世帯の経済的負担を軽減するため、乳幼児等医療費給付事業やハッピー

マタニティ事業、ひとり親家庭等児童入学資金支給事業等を実施しました。

多様化する子育て世帯を支援するため、子育て支援センター「ゆら」や保健福祉セン

ターを中心に保育所や学校等の関係機関と連携した、妊娠から出産、育児にわたる切れ

目のない総合的な支援を継続していくことが必要です。



- 6 -

２－３ 育ちを支える居場所づくり

◇子どもの居場所の環境整備

平成 31（2019）年４月に障がい児と健常児の共生をめざした複合型施設として「ほ

くと子どもセンター」を開設しました。

◇子どもの居場所づくり

就学児童の居場所づくりは、１校区に１つの居場所を基本として、「あけぼの子ども

センター」、「ほくと子どもセンター」での放課後児童クラブをはじめ、地域保育所や公

共施設での学童保育、学校の空き教室を利用した放課後子ども教室を実施しています。

「ほくと子どもセンター」では、放課後等デイサービスセンター「青空」と児童相談

支援センター「虹」を併設し、障がい児の相談支援や療育支援等を実施しています。

「あけぼの子どもセンター」では、中高生の居場所づくりとして週２回の夜間開館を

実施しています。

子どもセンターの放課後児童クラブ利用者は増加傾向にあるため、不足している保

育者の確保が課題です。

◇異なった世代との交流

異なった世代との交流は、子どもと高齢者が体操・ゲーム・レクリエーションを共に

行う「いきいき健康センター」でのサフォークジム・キッズや、市立保育園では敬老の

日に地域自治会の老人クラブの方や近隣の高齢者施設の方を保育園に招待するなどの

交流を通し、世代間交流の輪が広がっています。

◇文化・スポーツ活動等への参加

土曜子ども文化村やチャレンジ寺子屋、オリンピックデーランなど、文化・芸術活動

やスポーツ活動への参加機会の充実を図りました。
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２－４ 意思表明や参加の促進

◇子どもの意見発表や参加の促進

子どもたちの意見やアイデアをまちづくりや市政に生かす取り組みとして、子ども

議会、こども夢トークを毎年開催しました。これまでの子ども議会での提言で実現し

たものとしては、インフルエンザ接種費用に係る一部助成、小中学生向けの防災の手

引きなどがあります。

◇育ち学ぶ施設での行事への参加や意見発表の推進

施設の行事や運営等について、子どもや保護者などの参加を促すとともに、「ほくと

子どもセンター」の名称及び愛称の「つなぐ」、新たに開設された放課後等デイサービ

スセンターの名称「青空」は、市内の小中高校生から募集し選考しました。

◇地域での子どもの自主的な活動の支援

子どもたちが自主的に企画・運営するしべつわんぱくフェスティバルの開催や子ど

も会活動推進事業など、子どもたちの自主的活動への支援を実施しました。

◇子どもの発達に応じた支援

「虹」を中心に「青空」やこども通園センター「のぞみ園」が連携し、子どもの発達

や障がいの状況等に応じた集団指導、個別指導を実施しています。

「青空」の利用者は増加傾向にあるため、支援員の確保が課題です。
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２－５ 子どもの権利侵害に関する相談・救済

◇相談体制の充実と相談機関の連携促進

子どもに関する相談は、健康福祉部に家庭児童相談室、教育委員会に青少年相談室を

設置し、専用ダイヤルによる電話相談を実施しています。

家庭児童相談室には、家庭児童相談員を２人配置し児童虐待に関する相談、支援を行

うとともに、「要保護児童対策地域協議会」の関係機関との調整担当を担い、児童相談

所と連携し児童虐待等への迅速な対応や子どもや保護者への適切な支援につなげてい

ます。

◇不登校等の子どもの居場所に関する支援

不登校等の子どもの社会的な自立を支援するため、生涯学習情報センターに適応指

導教室を設置しています。

適応指導教室には、指導員を配置し読書や運動、教科学習、見学などを行うなかで、

学校復帰にむけた支援を実施しています。

あわせて、不登校・いじめ問題等対策連絡会議を設置し、関係機関と連携するなかで

児童生徒の不登校・いじめ問題等の解決に努めています。

◇子どもの権利侵害に対する救済体制の整備

子どもの権利の侵害に対し迅速かつ適切な救済を図り権利の回復を支援するため、

「子どもの権利救済委員会」を設置しています。

第２次計画の期間中に救済申立て、相談事案はありませんでしたが、市内各種イベン

トでの周知活動のほか、新たな取り組みとして学校を訪問し、子どもたちに直接こども

の権利や救済委員会について説明を行うなど活動の場を広げてきました。

しかしながら、相談機関等に関する認知度は、アンケート結果から子ども 70.7％、

保護者 81.2％で目標達成には至らなかったことから、認知度を高めるため周知方法や

効果的な広報活動のあり方が課題です。
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第３章 第３次行動計画の重点施策と主な事業内容

１ 第３次行動計画の数値目標、重点施策

第３次行動計画も第２次行動計画と同様に、基本目標に基づき５つの重点施策に数値目

標を定め、目標達成にむけ取り組みを進めます。

＜目標＞

◯子どもの権利に関する市民の意識向上

◯子どもの意見表明・参加の促進

◯地域全体での子育て支援

◯子どもの権利侵害に関する相談・救済

＜重点施策＞

●子どもの権利の周知と学

習支援

●子育て家庭への支援 ●育ちを支える居場所づく

り

◇子どもの権利に関する

市民への啓発・広報の

充実

◇子どもを持つ親の子育

てに関する支援の充実

◇子どもの居場所づくり

◇異なった世代との交流

◇子ども自身が子どもの

権利を学ぶための学習

推進

◇文化・スポーツ活動等

への参加

●意思表明や参加の促進 ●子どもの権利侵害に関す

る相談・救済

◇子どもの意見発表や参

加の促進

◇相談体制の充実と相談

機関の連携促進

◇地域での子どもの自主

的な活動の支援

◇不登校等の子どもの居

場所に関する支援

◇子どもの発達に応じた

支援

◇子どもの権利侵害に対

する救済体制の整備
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１－１ 子どもの権利の周知と学習支援

※基準値は、アンケート調査に基づくものです。

◇子どもの権利に関する市民への啓発・広報の充実

子どもの権利に関する認知度を高めるため、市民テラスや市立図書館と連携した新

たな普及・啓発活動を実施するとともに、市広報紙での周知、学校や保育所、子どもが

集まるイベント等で効果的な啓発・広報活動を実施します。

11 月の子どもの権利推進月間では、オレンジリボンキャンペーンの実施やスーパー

マーケット等での啓発グッズの配布等を実施します。

【主な取り組み（事業）】

➣市民テラスを活用した普及・啓発活動【新規】

➣市立図書館との連携による普及・啓発活動【新規】

➣学校や保育所、子どもが集まる行事等での啓発・広報活動

➣子どもの権利推進月間での普及・啓発活動

◇子ども自身が子どもの権利を学ぶための学習推進

「士別市子どもの権利救済委員会」や「名寄人権擁護委員協議会」等と連携し児童、

生徒向けのパンフレットの作成や講演会、学習会等を開催します。

【主な取り組み（事業）】

➣子ども議会議員への子どもの権利に関する学習会等の開催【新規】

➣「士別市子どもの権利救済委員会」と連携した講演会、学習会の開催

➣子どもの権利救済委員等が「名寄人権擁護委員協議会」主催の「人権教室」へ参加

し、子どもの権利や救済機関の周知を行います。

目標 基準値 目標値（令和７年度）

子どもの権利条例の認知度
子ども 45.9％ 60％

保護者 62.4％ 80％
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１－２ 子育て家庭への支援

※基準値は、「第２期士別市子ども・子育て支援事業計画」に基づく令和２(2020)年度の「地

域子育て支援拠点事業」の実績です。

◇子どもを持つ親の子育てに関する支援の充実

子どもが健やかに安心して育つことのできる権利を保障するためには、安心して子

どもを生み、親として成長することへの支援や家庭内での虐待を未然に防ぐことが重

要です。

子育て支援センター「ゆら」や保健福祉センター等を中心に幼稚園や保育所、学校等

の関係機関と連携し、子どもや保護者等への切れ目のない支援を実施します。

また、子育て世帯の経済的負担を軽減するため、乳幼児等医療費給付事業や子育て世

帯サフォークポイント支援事業、ひとり親家庭等児童入学資金支給事業等を実施しま

す。

【主な取り組み（事業）】

➣子育て支援センター運営事業

➣母子保健事業（乳児家庭全戸訪問事業・ハッピーマタニティ事業・産後ケア事業等）

➣乳幼児等医療費給付事業

➣子育て世帯サフォークポイント事業

➣ひとり親家庭等児童入学資金支給事業

➣特別保育推進事業事業

目標 基準値 目標値（令和７年度）

地域子育て支援拠点事業

（子育て支援センター「ゆら」、つどいの広

場「きら」、「きら」あさひの利用者数）

5,892 人 7,000 人
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１－３ 育ちを支える居場所づくり

◇子どもの居場所づくり

就学児童の居場所づくりは、１校区に１つの居場所を基本として、「あけぼの子ども

センター」、「ほくと子どもセンター」での放課後児童クラブをはじめ、地域保育所や公

共施設、学校の空き教室を利用した放課後子ども教室を実施します。

「ほくと子どもセンター」では、放課後等デイサービスセンター「青空」と児童相談

支援センター「虹」を併設し健常児と障がい児の共生をめざします。

「あけぼの子どもセンター」では、中高生の居場所づくりとして、中高生向けの企画

事業を実施します。

【主な取り組み（事業）】

➣子どもセンター管理運営事業

➣放課後子ども教室推進事業

➣放課後等デイサービスセンター運営事業

◇異なった世代との交流

「いきいき健康センター」でのいきいきサロン事業をはじめ、保育園児、子どもセン

ター利用者と地域住民や自治会の老人クラブ等との交流事業を実施します。

【主な取り組み（事業）】

➣いきいきサロン事業

➣保育所、子どもセンターでの交流事業

◇文化・スポーツ活動等への参加

土曜子ども文化村やチャレンジ寺子屋、オリンピックデーランなど文化・芸術活動や

目標 基準値 目標値（令和７年度）

放課後児童クラブ ３ヶ所（令和３年度） ３ヶ所

放課後子ども教室 １ヶ所（令和３年度） ２ヶ所
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スポーツ活動への参加機会の充実を図ります。

また、部活動は持続的に継続できる体制を構築するため、地域移行への協議を行いま

す。

【主な取り組み（事業）】

➣子どもの学習・生活習慣定着事業（チャレンジ寺子屋、チャレンジスクール）

➣子ども文化活動推進事業（子ども文化村等）

➣オリンピックデーラン士別大会、市民クロスカントリー大会、チャレンジデー等

➣地域部活動への移行協議

１－４ 意思表明や参加の促進

◇子どもの意見発表や参加の促進

子ども議会やこども夢トークを開催し、子どもたちの意見やアイデアをまちづくり

や市政に生かします。

【主な取り組み（事業）】

➣子ども議会開催事業

➣こども夢トーク推進事業

◇地域での子どもの自主的な活動の支援

子どもたちが自主的に企画・運営するイベントや子ども会活動推進事業など子ども

たちの自主的活動への支援を実施します。

【主な取り組み（事業）】

➣しべつわんぱくフェスティバル

➣子ども会活動推進事業

目標 基準値 目標値（令和７年度）

子ども議会の開催 年１回 年１回

こども夢トークの開催
計画期間内に小中学校

全校で実施

計画期間内に小中学校

全校で実施
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◇子どもの発達に応じた支援

児童相談支援センター「虹」が保護者と共に立てた、子どもの発達応じて適切な支援

計画に基づき、放課後等デイサービスセンター「青空」とこども通園センター「のぞみ

園」での集団指導、個別指導をはじめ、保健福祉センター、幼稚園、保育所、学校等の

関係機関と連携した支援を実施します。また、支援に必要な児童指導員の確保に努めま

す。

【主な取り組み（事業）】

➣児童相談支援センター運営事業

➣放課後等デイサービスセンター運営事業

➣こども通園センター運営事業

➣特別支援教育就学事業

１－５ 子どもの権利侵害に関する相談・救済

※基準値は、アンケート調査に基づくものです。

子どもの権利条例の認知度と同様、子どもの権利に関する相談・救済機関の市民への

認知度を高めるための啓発・広報活動に努めます。

◇相談体制の充実と相談機関の連携促進

青少年相談室及び家庭児童相談室に専門職を配置し、専用ダイヤルによる電話相談

等、児童虐待に関する相談、支援を行います。

目標 基準値 目標値（令和７年度）

青少年相談室の認知度
子ども 76.0％ 80.0％

保護者 84.5％ 90.0％

家庭児童相談室の認知度
子ども 65.5％ 70.0％

保護者 77.8％ 80.0％

子どもの権利救済委員会の認知度
子ども 35.7％ 50.0％

保護者 54.4％ 70.0％
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「要保護児童対策地域協議会」を設置し、児童相談所等の関係機関と連携し児童虐待

等への迅速な対応や子どもや保護者への適切な支援に努めます。

【主な取り組み（事業）】

➣要保護児童対策事業

◇不登校等の子どもの居場所に関する支援

生涯学習情報センターに適応指導教室を設置し、読書や運動、教科学習、見学などを

行うなかで、不登校等の子どもの社会的な自立や学校復帰にむけた支援を実施します。

「不登校・いじめ問題等対策連絡会議」を設置し、関係機関と連携し児童生徒の不登

校・いじめ問題等の解決に努めます。

【主な取り組み（事業）】

➣不登校・いじめ問題等対策事業

◇子どもの権利侵害に対する救済体制の整備

「子どもの権利救済委員会」を設置し、子どもの権利の侵害に対する迅速かつ適切な

救済を行います。

【主な取り組み（事業）】

➣「士別市子どもの権利救済委員会」の開催

１－６ 感染症拡大時における対応

アンケート調査では、新型コロナウイルス感染症による影響として、休校などによる

学習の遅れや部活動の縮小や大会の中止などといった意見がありました。

今後もこうした状況に対応できるよう、ＩＣＴ端末を活用した家庭での双方向による

オンライン授業の実施や少年団、部活動における感染防止体制の確保などに取り組みま

す。
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資料編

１ 士別市子どもの権利に関するアンケート調査

１－１ 子どもの権利に関するアンケート調査の概要

◇調査期間

令和３年８月２５日から９月３日

◇調査対象

➣市内全学校の小学５年生、中学２年生、高校２年生

➣市内全学校の小学５年生、中学２年生、高校２年生の保護者

◇回答数等

➣子ども：対象者 420 人 回答数 333 人 回答率 79.2％

➣保護者：対象者 420 人 回答数 303 人 回答率 72.1％

※学年未回答 子ども 1名、保護者 3名

対象者 対象者数 回答数（回答率）

小学５年生
本人 115 人 99 人（86.0％）

保護者 115 人 95 人（82.6％）

中学２年生
本人 145 人 114 人（78.6％）

保護者 145 人 114 人（78.6％）

高校２年生
本人 160 人 119 人（74.3％）

保護者 160 人 91 人（56.9％）
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１－２ 子どもアンケート結果

問１ 今、あなたがうちこんでいること、やりがいを感じていることは何ですか。（○は

いくつでも）

・「地域のスポーツクラブ、学校の部活動（55.3%）」が最も高く、次いで「自分ひとりでの活動

（45.3%）」となっています。

・学年別にみると、小学生は「自分ひとりでの活動」が最も高く、中学生と高校生は「地域のスポ

ーツクラブ、学校の部活動」が最も高くなっています。

・「その他」では、アルバイトなどの回答がありました。

27.0%

55.3%

15.0%

5.7%

1.5%

45.3%

29.4%

2.4%

5.4%

0.9%

0% 20% 40% 60%

学校の勉強

地域のｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ（野球、ｻｯｶｰ、柔道、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙなど）、学校の部活動

習い事（ピアノ、習字など）

学習塾の勉強

子ども会活動

自分ひとりでの活動（読書、運動、絵を描く、ゲームなど）

SNS、オンラインゲームなどでの友だちとの交流

その他

うちこんでいること、やりがいを感じていることはない

無回答

全体　n=333

35.4%

44.4%

27.3%

6.1%

3.0%

45.5%

27.3%

3.0%

3.0%

3.0%

24.6%

57.9%

19.3%

8.8%

0.9%

56.1%

39.5%

2.6%

4.4%

0%

21.8%

61.3%

0.8%

2.5%

0.8%

35.3%

21.0%

1.7%

8.4%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

学校の勉強

地域のスポーツクラブ（野球、サッカー、柔道、バレー

ボールなど）、学校の部活動

習い事（ピアノ、習字など）

学習塾の勉強

子ども会活動

自分ひとりでの活動（読書、運動、絵を描く、ゲームな

ど）

SNS、オンラインゲームなどでの友だちとの交流

その他

うちこんでいること、やりがいを感じていることはない

無回答

小学5年生　n=99

中学2年生　n=114

高校2年生　n=119
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問２ あなたは、自分のしたい活動（地域のスポーツクラブや習い事、学校の部活動な

ど）ができていますか。（○は１つ） ※令和３年度新規設問

・「参加できている」が 84.4%、「参加できていない」が 14.7%となっています。

問３ 問２で「参加できていない」を選択された方にうかがいます。できていない理由は

何ですか？（○はいくつでも） ※令和３年度新規設問

・小学生と中学生は「入りたいスポーツクラブや習い事、部活動がないから」が最も高く、高校生

は「勉強や他にしなければならないことで忙しいから」が最も高くなっています。

・「その他」では、怪我や病気などの回答がありました。

68.4%

10.5%

0%

10.5%

5.3%

10.5%

80.0%

20.0%

0%

10.0%

15.0%

10.0%

30.0%

30.0%

10.0%

0%

40.0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

入りたいスポーツクラブや習い事、部活動がないから

費用がかかるから

家事（家族の世話、家のお手伝いなど）が忙しいから

一緒に入る友だちがいないから

勉強や他にしなければならないことで忙しいから

その他

小学5年生　n=19

中学2年生　n=20

高校2年生　n=10

84.4%

77.8%

82.5%

91.6%

14.7%

19.2%

17.5%

8.4%

0.9%

3.0%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体　n=333

小学5年生　n=99

中学2年生　n=114

高校2年生　n=119

参加できている 参加できていない 無回答

65.3%

18.4%

2.0%

8.2%

16.3%

8.2%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

入りたいスポーツクラブや習い事、部活動がないから

費用がかかるから

家事（家族の世話、家のお手伝いなど）が忙しいから

一緒に入る友だちがいないから

勉強や他にしなければならないことで忙しいから

その他

無回答
全体　n=49
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問４ あなたが、困ったりなやんだりしていることはどんなことですか。（○はいくつで

も）

・「将来のこと（39.6%）」が最も高く、次いで「なやんでいることはない（34.2%）」となっています。

・学年別でみると、小学生は「なやんでいることはない」が最も高く、中学生と高校生は「将来の

こと」が最も高くなっています。

・「その他」では、部活動のことなどの回答がありました。

5.4%

11.1%

3.0%

3.6%

33.9%

5.1%

39.6%

1.2%

15.3%

1.5%

34.2%

2.1%

0% 20% 40% 60%

家族のこと

友だちのこと

異性のこと

先生のこと

勉強のこと

習い事のこと

将来のこと

地域や社会のこと

自分の性格やからだのこと

その他

なやんでいることはない

無回答

全体　n=333

6.1%

17.2%

1.0%

1.0%

15.2%

10.1%

11.1%

1.0%

13.1%

1.0%

53.5%

5.1%

7.0%

10.5%

5.3%

7.0%

43.9%

5.3%

45.6%

1.8%

20.2%

1.8%

30.7%

0.9%

3.4%

6.7%

2.5%

2.5%

40.3%

0.8%

57.1%

0.8%

11.8%

1.7%

21.8%

0.8%

0% 20% 40% 60%

家族のこと

友だちのこと

異性のこと

先生のこと

勉強のこと

習い事のこと

将来のこと

地域や社会のこと

自分の性格やからだのこと

その他

なやんでいることはない

無回答

小学5年生　n=99

中学2年生　n=114

高校2年生　n=119
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問５ あなたが、困ったりなやんだりしたとき、相談できる人はだれですか。（○はいく

つでも）

・「母（67.6%）」が最も高く、次いで「友だち・先ぱい（61.3%）」となっています。

・学年別にみると、小学生は「母」が最も高く、中学生では「母」と「友だち・先ぱい」が同数と

なっており、高校生は「友だち・先ぱい」が最も高くなっています。

・「その他」では、親戚などの回答がありました。

41.4%

67.6%

13.5%

23.1%

61.3%

29.7%

9.3%

2.4%

5.1%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80%

父

母

祖父母

兄弟姉妹

友だち・先ぱい

担任の先生

学校の担任以外の先生

その他

相談できる人はいない

無回答

全体　n=333

33.3%

73.7%

15.2%

17.2%

50.5%

33.3%

6.1%

2.0%

6.1%

0%

53.5%

69.3%

19.3%

28.9%

69.3%

22.8%

10.5%

2.6%

3.5%

0.9%

37.0%

60.5%

6.7%

22.7%

62.2%

32.8%

10.9%

2.5%

5.9%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

父

母

祖父母

兄弟姉妹

友だち・先ぱい

担任の先生

学校の担任以外の先生

その他

相談できる人はいない

無回答

小学5年生　n=99

中学2年生　n=114

高校2年生　n=119
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問６ あなたは、一日（平日で学校のあるとき）に、家族とどのくらい話をしますか。（○

は１つ）

・「よく話をする（60.7%）」が最も高く、次いで「少し話をする（29.7%）」となっています。

・学年別にみると、小学生は特に「よく話をする」が高い傾向がみられます。

問７ あなたにとって、ほっとでき、安心していられるところはどこですか。（○はいくつ

でも）

・「自分の部屋（79.9%）」が最も高く、次いで「家族と一緒にくつろぐ部屋（49.5%）」となっていま

す。

・学年別にみると、中学生と高校生は特に「自分の部屋」が高い傾向がみられます。

・「その他」では、祖父母宅やトイレなどの回答がありました。

79.9%

49.5%

15.3%

14.1%

2.7%

2.4%

3.0%

1.8%

9.3%

9.9%

2.4%

5.4%

5.1%

7.2%

1.2%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分の部屋

家族といっしょにくつろぐ部屋

友だちの家

学校の教室

学校の相談室

学校の保健室

学校のその他の部屋

児童館（子どもセンター）

図書館

公園

学習塾、習い事教室

スポーツ施設

書店、デパート内の遊戯室、コンビニなどのお店

その他

ほっとでき、安心していられるところはない

無回答

全体　n=333

60.7%

74.7%

57.9%

51.3%

29.7%

18.2%

26.3%

42.9%

6.0%

4.0%

10.5%

3.4%

1.8%

0%

2.6%

2.5%

1.8%

3.0%

2.6%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体　n=333

小学5年生　n=99

中学2年生　n=114

高校2年生　n=119

よく話をする 少し話をする あまり話をしない ぜんぜん話をしない 無回答
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58.6%

56.6%

13.1%

26.3%

5.1%

3.0%

4.0%

6.1%

13.1%

12.1%

3.0%

13.1%

5.1%

11.1%

1.0%

0%

86.0%

53.5%

20.2%

11.4%

3.5%

2.6%

4.4%

0%

10.5%

11.4%

3.5%

1.8%

6.1%

5.3%

0.9%

0.9%

91.6%

39.5%

12.6%

6.7%

0%

1.7%

0.8%

0%

5.0%

6.7%

0.8%

2.5%

4.2%

5.9%

1.7%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分の部屋

家族といっしょにくつろぐ部屋

友だちの家

学校の教室

学校の相談室

学校の保健室

学校のその他の部屋

児童館（子どもセンター）

図書館

公園

学習塾、習い事教室

スポーツ施設

書店、デパート内の遊戯室、コンビニなどのお店

その他

ほっとでき、安心していられるところはない

無回答

小学5年生　n=99

中学2年生　n=114

高校2年生　n=119
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問８ あなたは、自分のことについてどう思いますか。（○は１つ）

（１）自分のことが好き。

・「あまり思わない（32.1%）」が最も高く、次いで「少しはそう思う（29.7%）」となっています。

・学年別にみると、小学生は「少しはそう思う」が最も高くなっています。

（２）自分は人から大切にされている。

・「少しはそう思う（42.6%）」が最も高く、次いで「そう思う（41.7%）」となっています。

・学年別にみると、高校生は「少しはそう思う」がやや高い傾向がみられます。

22.2%

25.3%

20.2%

21.8%

29.7%

35.4%

29.8%

25.2%

32.1%

24.2%

32.5%

37.8%

15.3%

14.1%

16.7%

15.1%

0.6%

1.0%

0.9%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体　n=333

小学5年生　n=99

中学2年生　n=114

高校2年生　n=119

そう思う 少しはそう思う あまり思わない 思わない 無回答

41.7%

42.4%

45.6%

37.8%

42.6%

38.4%

38.6%

49.6%

11.4%

13.1%

11.4%

10.1%

3.9%

6.1%

3.5%

2.5%

0.3%

0%

0.9%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体　n=333

小学5年生　n=99

中学2年生　n=114

高校2年生　n=119

そう思う 少しはそう思う あまり思わない 思わない 無回答
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問９ 士別市では、士別で暮らす子どもたちの、子どもの権利をみんなで大切にするため

のきまりとして、「子どもの権利に関する条例」をつくりました。あなたは、このこと

を知っていますか。（○は１つ）

・「名前も聞いたことがない（50.5%）」が最も高く、次いで「名前を聞いたことがある（37.5%）」と

なっています。

・学年別にみると、中学生は「名前を聞いたことがある」が最も高くなっています。

3.6%

3.0%

3.5%

4.2%

8.1%

7.1%

11.4%

5.9%

37.5%

25.3%

45.6%

39.5%

50.5%

64.6%

38.6%

50.4%

0.3%

0%

0.9%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体　n=333

小学5年生　n=99

中学2年生　n=114

高校2年生　n=119

どんなものか知っている どんなものか少し知っている 名前を聞いたことがある

名前も聞いたことがない 無回答
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問 10 士別市では、みなさんが友だちや学校のことなどでなやんだり、困りごとがあれば

相談できるところがあります。あなたは、そのことを知っていますか。（それぞれ○は

１つ）

①青少年相談室（のぞみの電話）

・「名前を聞いたことがある（47.1%）」が最も高く、次いで「名前も聞いたことがない（22.5%）」と

なっています。

・学年別にみると、小学生は「名前も聞いたことがない」が最も高くなっています。

②家庭児童相談室

・「名前を聞いたことがある（47.7%）」が最も高くなっており、次いで「名前も聞いたことがない

（33%）」となっています。

・学年別にみると、小学生は「名前も聞いたことがない」が最も高くなっています。

13.2%

17.2%

10.5%

12.6%

15.6%

13.1%

21.1%

11.8%

47.1%

31.3%

53.5%

54.6%

22.5%

35.4%

13.2%

21.0%

1.5%

3.0%

1.8%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体　n=333

小学5年生　n=99

中学2年生　n=114

高校2年生　n=119

どんなところか知っている どんなところか少し知っている 名前を聞いたことがある

名前も聞いたことがない 無回答

8.4%

9.1%

7.9%

8.4%

9.3%

8.1%

11.4%

8.4%

47.7%

35.4%

52.6%

52.9%

33.0%

44.4%

26.3%

30.3%

1.5%

3.0%

1.8%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体　n=333

小学5年生　n=99

中学2年生　n=114

高校2年生　n=119

どんなところか知っている どんなところか少し知っている 名前を聞いたことがある

名前も聞いたことがない 無回答
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③子どもの権利救済委員会

・「名前も聞いたことがない（62.8%）」が最も高く、次いで「名前を聞いたことがある（28.8%）」と

なっています。

・学年別にみると、中学生は「名前を聞いたことがある」がやや高い傾向がみられます。

4.2%

5.1%

3.5%

4.2%

2.7%

4.0%

1.8%

2.5%

28.8%

15.2%

42.1%

27.7%

62.8%

72.7%

50.9%

65.5%

1.5%

3.0%

1.8%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体　n=333

小学5年生　n=99

中学2年生　n=114

高校2年生　n=119

どんなところか知っている どんなところか少し知っている 名前を聞いたことがある

名前も聞いたことがない 無回答
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問 11 子どもが、幸せに暮らすために、守られなければならないことを「子どもの権利」

といいます。あなたは、毎日の生活のなかで「守られていない」ことは何だと思いま

すか。（○はいくつでも）

・「特にない（49.5%）」が最も高く、次いで「いじめ、暴力、言葉や態度で傷つけられないこと（19.5%）」

となっています。

・学年別にみると、中学生は「学校で分かりやすく教えてもらうこと」がやや高い傾向がみられま

す。

17.1%

8.7%

10.8%

19.5%

11.7%

7.8%

7.5%

9.0%

6.6%

13.8%

9.6%

14.7%

6.9%

11.1%

8.4%

0%

49.5%

6.3%

0% 20% 40% 60%

自分の意見をきちんと言えること

ほっと安心できる自分の場所があること

自由に遊んだり休んだりできること

いじめ、暴力、言葉や態度で傷つけられないこと

女の子、男の子で差別されないこと

外国の人で差別されないこと

学校で分かりやすく教えてもらうこと

自由に仲間を作り、仲間と集うこと

自由にものを考えて、自分のことは自分で決めること

自分が秘密にしておきたいことを勝手にみられたり、さわら

れたりしないこと

自分のやりたいこと（スポーツ、音楽、おしゃれなど）に取り

組めること

子どもの出した意見がきちんと尊重されること

自由に進学や仕事を自分で決めること

障がいのある子どもが差別されないこと

家族と一緒に仲よく生活すること

その他

特にない

無回答

全体　n=333
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17.2%

6.1%

5.1%

21.2%

10.1%

7.1%

2.0%

8.1%

6.1%

13.1%

5.1%

7.1%

6.1%

9.1%

7.1%

0%

48.5%

3.0%

18.4%

7.9%

11.4%

16.7%

11.4%

6.1%

14.0%

9.6%

7.0%

14.0%

14.0%

15.8%

7.0%

9.6%

9.6%

0%

46.5%

11.4%

16.0%

11.8%

15.1%

21.0%

13.4%

10.1%

5.9%

9.2%

6.7%

14.3%

9.2%

20.2%

7.6%

14.3%

8.4%

0%

52.9%

4.2%

0% 20% 40% 60%

自分の意見をきちんと言えること

ほっと安心できる自分の場所があること

自由に遊んだり休んだりできること

いじめ、暴力、言葉や態度で傷つけられないこと

女の子、男の子で差別されないこと

外国の人で差別されないこと

学校で分かりやすく教えてもらうこと

自由に仲間を作り、仲間と集うこと

自由にものを考えて、自分のことは自分で決めること

自分が秘密にしておきたいことを勝手にみられたり、さ

わられたりしないこと

自分のやりたいこと（スポーツ、音楽、おしゃれなど）に

取り組めること

子どもの出した意見がきちんと尊重されること

自由に進学や仕事を自分で決めること

障がいのある子どもが差別されないこと

家族と一緒に仲よく生活すること

その他

特にない

無回答

小学5年生　n=99

中学2年生　n=114

高校2年生　n=119
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問 12 新型コロナウイルス感染症の流行前に比べて、影響のあることはありますか？（○

はいくつでも） ※令和３年度新規設問／中学生、高校生のみ

・「地域のスポーツクラブや習い事、学校の部活動（45.5%）」が最も高く、次いで「特に影響はない

（38.6%）」となっています。

・学年別にみると、高校生は「友人関係」がやや高い傾向がみられます。

◇問 13 どのような影響があったか具体的に書いてください。（自由記述）

・「勉強」については、休校などの影響による学習の遅れや、理科の実験ができなくなる、中間テス

トがなくなり期末テストの範囲が広くなるといった意見がありました。

・「家族関係」については、親戚との交流が減ったという意見がありました。

・「友人関係」については、友人との交流の減少や、遊び場の減少といった意見がありました。

・「地域のスポーツクラブや習い事、学校の部活動」については、活動の縮小や大会の中止といった

意見が多数あり、他には体力の低下といった意見もありました。

・「その他」については、学校行事の減少や外出制限などの回答がありました。

9.9%

0.4%

10.7%

45.5%

10.3%

38.6%

6.4%

0% 20% 40% 60%

勉強

家族関係

友人関係

地域のスポーツクラブや習い事、学校の部活動

その他

特に影響はない

無回答

全体　n=233

12.3%

0%

6.1%

44.7%

10.5%

39.5%

7.9%

7.6%

0.8%

15.1%

46.2%

10.1%

37.0%

5.0%

0% 20% 40% 60%

勉強

家族関係

友人関係

地域のスポーツクラブや習い事、学校の部活動

その他

特に影響はない

無回答

中学2年生　n=114

高校2年生　n=119
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１－３ 保護者アンケート結果

問１ お子さんが、今うちこんでいること、やりがいを感じていることは何だと思います

か。（○はいくつでも）

・「地域のスポーツクラブ、学校の部活動（56.1%）」が最も高く、次いで「自分ひとりでの活動（37%）」

となっています。

・子どもの学年別にみると、小学生は「習い事」が比較的高く、高校生は「学校の勉強」が比較的

高くなっています。

22.8%

56.1%

10.9%

4.6%

1.0%

37.0%

35.0%

3.6%

5.9%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80%

学校の勉強

地域のｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ（野球、ｻｯｶｰ、柔道、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙなど）、学校の部活動

習い事（ピアノ、習字など）

学習塾の勉強

子ども会活動

自分ひとりでの活動（読書、運動、絵を描く、ゲームなど）

SNS、オンラインゲームなどでの友だちとの交流

その他

うちこんでいること、やりがいを感じていることはない

無回答
全体　n=303

21.1%

50.5%

22.1%

3.2%

3.2%

47.4%

35.8%

3.2%

3.2%

15.8%

59.6%

9.6%

7.0%

0%

38.6%

36.0%

4.4%

6.1%

33.0%

59.3%

1.1%

3.3%

0%

25.3%

34.1%

3.3%

8.8%

0% 20% 40% 60% 80%

学校の勉強

地域のスポーツクラブ（野球、サッカー、柔道、バレー

ボールなど）、学校の部活動

習い事（ピアノ、習字など）

学習塾の勉強

子ども会活動

自分ひとりでの活動（読書、運動、絵を描く、ゲーム

など）

SNS、オンラインゲームなどでの友だちとの交流

その他

うちこんでいること、やりがいを感じていることはない

小学5年生　n=95

中学2年生　n=114

高校2年生　n=91
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問２ お子さんが、自分のしたい活動（地域のスポーツクラブや習い事、学校の部活動な

ど）に参加できていると思いますか？ （○は１つ） ※令和３年度新規設問

・「参加できている」が 73.6%、「参加できていない」が 26.1%となっています。

◇問３ 問２で「参加できていない」を選択された方にうかがいます。できていない理由

は何だと思いますか？（○はいくつでも） ※令和３年度新規設問

・「入りたいスポーツクラブや習い事、部活動がないから（63.3%）」が最も高くなっています。

・「その他」では、新型コロナウイルスの影響や、送迎の負担などの回答がありました。

63.3%

7.6%

2.5%

8.9%

10.1%

27.8%

0% 20% 40% 60% 80%

入りたいスポーツクラブや習い事、部活動がないから

費用がかかるから

家事（家族の世話、家のお手伝いなど）が忙しいから

一緒に入る友だちがいないから

勉強や他にしなければならないことで忙しいから

その他
全体　n=79

73.6%

69.5%

68.4%

84.6%

26.1%

30.5%

31.6%

15.4%

0.3%

0%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体　n=303

小学5年生　n=95

中学2年生　n=114

高校2年生　n=91

参加できている 参加できていない 無回答

58.6%

6.9%

6.9%

17.2%

6.9%

31.0%

75.0%

8.3%

0%

5.6%

8.3%

19.4%

42.9%

7.1%

0%

0%

21.4%

42.9%

0% 20% 40% 60% 80%

入りたいスポーツクラブや習い事、部活動がないから

費用がかかるから

家事（家族の世話、家のお手伝いなど）が忙しいから

一緒に入る友だちがいないから

勉強や他にしなければならないことで忙しいから

その他

小学5年生　n=29

中学2年生　n=36

高校2年生　n=14
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問４ お子さんが、困っていることや悩んでいることは、どんなことだと思いますか。（○

はいくつでも）

・「将来のこと（35%）」が最も高く、次いで「悩んでいることはない（32%）」となっています。

・子どもの学年別にみると、小学生は「悩んでいることはない」が最も高く、高校生は「将来のこ

と」が最も高くなっています。

・「その他」では、部活動のことなどの回答がありました。

4.2%

24.2%

1.1%

2.1%

18.9%

10.5%

12.6%

2.1%

17.9%

4.2%

45.3%

1.1%

4.4%

19.3%

0.9%

7.9%

34.2%

2.6%

35.1%

0%

19.3%

6.1%

29.8%

3.5%

5.5%

15.4%

3.3%

3.3%

38.5%

1.1%

59.3%

0%

16.5%

2.2%

22.0%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80%

家族のこと

友だちのこと

異性のこと

先生のこと

勉強のこと

習い事のこと

将来のこと

地域や社会のこと

自分の性格やからだのこと

その他

悩んでいることはない

無回答

小学5年生　n=95

中学2年生　n=114

高校2年生　n=91

4.6%

19.5%

1.7%

4.6%

30.4%

4.6%

35.0%

1.0%

17.8%

4.6%

32.0%

2.3%

0% 20% 40%

家族のこと

友だちのこと

異性のこと

先生のこと

勉強のこと

習い事のこと

将来のこと

地域や社会のこと

自分の性格やからだのこと

その他

悩んでいることはない

無回答

全体　n=303
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問５ お子さんが、困ったり悩んだ時に、相談するのは誰だと思いますか。（○はいくつで

も）

・「母（80.5%）」が最も高く、次いで「友だち・先輩（52.1%）」となっています。

・子どもの学年別にみると、小学生は「母」が最も高く、次いで「父」となっています。中学生は

「友だち・先輩」が「父」を上回っており、高校生は「友だち・先輩」が最も高くなっています。

・「その他」では、塾の先生などの回答がありました。

43.6%

80.5%

15.5%

24.1%

52.1%

18.5%

6.3%

2.0%

2.0%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父

母

祖父母

兄弟姉妹

友だち・先輩

担任の先生

学校の担任以外の先生

その他

相談できる人はいない

無回答

全体　n=303

44.2%

93.7%

26.3%

24.2%

31.6%

25.3%

5.3%

3.2%

1.1%

0%

47.4%

84.2%

14.0%

23.7%

57.9%

14.0%

6.1%

2.6%

0.9%

0%

38.5%

64.8%

5.5%

25.3%

67.0%

17.6%

7.7%

0%

4.4%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父

母

祖父母

兄弟姉妹

友だち・先輩

担任の先生

学校の担任以外の先生

その他

相談できる人はいない

無回答

小学5年生　n=95

中学2年生　n=114

高校2年生　n=91
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問６ お子さんが、ほっとでき、安心していられるところはどこだと思いますか。（○はい

くつでも）

・「自分の部屋（73.3%）」が最も高く、次いで「家族と一緒にくつろぐ部屋（71.9%）」となっていま

す。

・子どもの学年別にみると、小学生は「家族と一緒にくつろぐ部屋」が最も高く、中学生と高校生

は「自分の部屋」が最も高くなっています。

・「その他」では、祖父母や親戚宅などの回答がありました。

73.3%

71.9%

9.9%

7.6%

1.3%

1.0%

1.0%

1.3%

3.6%

4.0%

1.7%

2.0%

2.6%

4.6%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

自分の部屋

家族といっしょにくつろぐ部屋

友だちの家

学校の教室

学校の相談室

学校の保健室

学校のその他の部屋

児童館（子どもセンター）

図書館

公園

学習塾、習い事教室

スポーツ施設

書店、デパート内の遊戯室、コンビニなどのお店

その他

ほっとでき、安心していられるところはない

全体　n=303
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51.6%

85.3%

9.5%

16.8%

2.1%

1.1%

1.1%

4.2%

5.3%

7.4%

2.1%

2.1%

3.2%

8.4%

0%

83.3%

71.1%

10.5%

3.5%

1.8%

1.8%

0.9%

0%

3.5%

3.5%

0.9%

2.6%

2.6%

1.8%

0%

82.4%

60.4%

9.9%

3.3%

0%

0%

1.1%

0%

1.1%

1.1%

2.2%

0%

2.2%

4.4%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分の部屋

家族といっしょにくつろぐ部屋

友だちの家

学校の教室

学校の相談室

学校の保健室

学校のその他の部屋

児童館（子どもセンター）

図書館

公園

学習塾、習い事教室

スポーツ施設

書店、デパート内の遊戯室、コンビニなどのお店

その他

ほっとでき、安心していられるところはない

小学5年生　n=95

中学2年生　n=114

高校2年生　n=91
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問７ お子さんは、自分自身のことについてどう思っているとお考えですか。（○は１つ）

（１）自分のことが好き。

・「少しはそう思う（45.5%）」が最も高く、次いで「そう思う（38.3%）」となっています。

・子どもの学年別にみると、小学生は「そう思う」が最も高くなっています。

（２）自分は人から大切にされている。

・「そう思う（52.5%）」が最も高く、次いで「少しはそう思う（40.9%）」となっています。

・子どもの学年別にみると、中学生は「少しはそう思う」が最も高くなっています。

38.3%

49.5%

30.7%

35.2%

45.5%

41.1%

49.1%

47.3%

14.5%

9.5%

17.5%

16.5%

1.0%

0%

1.8%

1.1%

0.7%

0%

0.9%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体　n=303

小学5年生　n=95

中学2年生　n=114

高校2年生　n=91

そう思う 少しはそう思う あまり思わない 思わない 無回答

52.5%

58.9%

44.7%

54.9%

40.9%

37.9%

49.1%

35.2%

5.6%

1.1%

6.1%

9.9%

0.3%

1.1%

0%

0%

0.7%

1.1%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体　n=303

小学5年生　n=95

中学2年生　n=114

高校2年生　n=91

そう思う 少しはそう思う あまり思わない 思わない 無回答
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問８ あなたは、一日（平日で学校のあるとき）に、お子さんとどのくらい話をしますか。

（○は１つ）

・「よく話をする（50.2%）」が最も高く、次いで「少し話をする（39.3%）」となっています。

・子どもの学年別にみると、小学生は特に「よく話をする」が高い傾向がみられます。

問９ 士別市には、子育てや学校のことで悩んだり、困りごとがあれば相談できる場所が

あります。あなたは、そのことを知っていますか。（○は１つ）

①青少年相談室（のぞみの電話）

・「名前を聞いたことがある（57.8%）」が最も高く、次いで「どんなところか少し知っている（15.8%）」

となっています。

・子どもの学年別にみると、高校生は「名前も聞いたことがない」が比較的高くなっています。

50.2%

57.9%

47.4%

45.1%

39.3%

32.6%

46.5%

38.5%

8.6%

6.3%

5.3%

15.4%

0.7%

0%

0.9%

1.1%

1.3%

3.2%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体　n=303

小学5年生　n=95

中学2年生　n=114

高校2年生　n=91

よく話をする 少し話をする あまり話をしない ぜんぜん話をしない 無回答

10.9%

14.7%

7.0%

11.0%

15.8%

15.8%

16.7%

15.4%

57.8%

57.9%

64.0%

50.5%

14.2%

9.5%

11.4%

23.1%

1.3%

2.1%

0.9%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体　n=303

小学5年生　n=95

中学2年生　n=114

高校2年生　n=91

どんなところか知っている どんなところか少し知っている 名前を聞いたことがある

名前も聞いたことがない 無回答
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②家庭児童相談室

・「名前を聞いたことがある（53.8%）」が最も高く、次いで「名前も聞いたことがない（20.5%）」と

なっています。

・子どもの学年別にみると、中学生は「どんなところか少し知っている」が比較的高い傾向がみら

れます。

③子どもの権利救済委員会

・「名前も聞いたことがない（43.6%）」が最も高く、次いで「名前を聞いたことがある（41.9%）」と

なっています。

・子どもの学年別にみると、高校生で特に「名前も聞いたことがない」が高い傾向がみられます。

11.6%

13.7%

5.3%

16.5%

12.5%

11.6%

16.7%

8.8%

53.8%

54.7%

57.0%

49.5%

20.5%

17.9%

19.3%

25.3%

1.7%

2.1%

1.8%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体　n=303

小学5年生　n=95

中学2年生　n=114

高校2年生　n=91

どんなところか知っている どんなところか少し知っている 名前を聞いたことがある

名前も聞いたことがない 無回答

6.3%

3.2%

4.4%

12.1%

6.3%

7.4%

6.1%

5.5%

41.9%

45.3%

48.2%

30.8%

43.6%

42.1%

39.5%

51.6%

2.0%

2.1%

1.8%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体　n=303

小学5年生　n=95

中学2年生　n=114

高校2年生　n=91

どんなところか知っている どんなところか少し知っている 名前を聞いたことがある

名前も聞いたことがない 無回答
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問 10 士別市では、士別で暮らす子どもたちの権利を、みんなで大切にするためのきまり

として、「子どもの権利に関する条例」をつくりました。あなたは、このことを知って

いますか。（○は１つ）

・「名前を聞いたことがある（48.2%）」が最も高く、次いで「名前も聞いたことがない（27.7%）」と

なっています。

・子どもの学年別にみると、小学生は「どんなものか少し知っている」が比較的高い傾向がみられ

ます。

9.9%

11.6%

8.8%

9.9%

12.9%

18.9%

9.6%

9.9%

48.2%

47.4%

53.5%

44.0%

27.7%

20.0%

27.2%

35.2%

1.3%

2.1%

0.9%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体　n=303

小学5年生　n=95

中学2年生　n=114

高校2年生　n=91

どんなものか知っている どんなものか少し知っている 名前を聞いたことがある

名前も聞いたことがない 無回答
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問 11 あなたは、子どもたちにとって、普段の生活のなかで「守られていない」ことは何

だと思いますか。（○はいくつでも）

・「特にない（29.7%）」と、「いじめ、暴力、言葉や態度で傷つけられないこと（29.7%）」が最も高

くなっています。

・子どもの学年別にみると、中学生で「自分の意見をきちんと言えること」が高い傾向がみられま

す。

・「その他」では、部活動の加入が半強制的であることや、守られすぎていることなどの回答があり

ました。

17.2%

5.6%

15.8%

29.7%

8.3%

3.3%

8.9%

7.6%

10.9%

6.6%

15.8%

15.8%

6.9%

8.3%

3.0%

1.0%

29.7%

10.6%

6.6%

0% 20% 40%

自分の意見をきちんと言えること

ほっと安心できる自分の場所があること

自由に遊んだり休んだりできること

いじめ、暴力、言葉や態度で傷つけられないこと

女の子、男の子で差別されないこと

国籍で差別されないこと

学校で分かりやすく教えてもらうこと

自由に仲間を作り、仲間と集うこと

自由にものを考えて、自分のことは自分で決めること

秘密にしておきたいことを勝手にみられたり、さわられたりしないこと

自分のやりたいこと（スポーツ、音楽、おしゃれなど）に取り組めること

子どもの出した意見がきちんと尊重されること

自由に進学や仕事を自分で決めること

障がいのある子どもが差別されないこと

家族と一緒に仲よく生活すること

その他

特にない

わからない

無回答
全体　n=303
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10.5%

8.4%

13.7%

30.5%

8.4%

4.2%

7.4%

7.4%

11.6%

5.3%

13.7%

11.6%

5.3%

9.5%

4.2%

1.1%

36.8%

9.5%

7.4%

25.4%

5.3%

18.4%

36.0%

10.5%

2.6%

13.2%

10.5%

10.5%

6.1%

18.4%

18.4%

9.6%

9.6%

3.5%

0%

21.9%

9.6%

5.3%

13.2%

2.2%

15.4%

22.0%

5.5%

3.3%

5.5%

4.4%

11.0%

8.8%

14.3%

16.5%

5.5%

5.5%

1.1%

2.2%

31.9%

13.2%

6.6%

0% 20% 40%

自分の意見をきちんと言えること

ほっと安心できる自分の場所があること

自由に遊んだり休んだりできること

いじめ、暴力、言葉や態度で傷つけられないこと

女の子、男の子で差別されないこと

国籍で差別されないこと

学校で分かりやすく教えてもらうこと

自由に仲間を作り、仲間と集うこと

自由にものを考えて、自分のことは自分で決めること

秘密にしておきたいことを勝手にみられたり、さわられ

たりしないこと

自分のやりたいこと（スポーツ、音楽、おしゃれなど）
に取り組めること

子どもの出した意見がきちんと尊重されること

自由に進学や仕事を自分で決めること

障がいのある子どもが差別されないこと

家族と一緒に仲よく生活すること

その他

特にない

わからない

無回答

小学5年生　n=95

中学2年生　n=114

高校2年生　n=91
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問 12 新型コロナウイルス感染症に関して困っていることはありますか？（○はいくつで

も） ※令和３年度新規設問

・「思うように外出できない（59.4%）」が最も高く、次いで「学校、施設、病院、職場等における感

染が心配（58.1%）」となっています。

・子どもの学年別にみると、高校生は「学校、施設、病院、職場等における感染が心配」が最も高

くなっています。

・「その他」では、行事の縮小や、市内感染者情報の不足などの回答がありました。

9.6%

41.6%

58.1%

59.4%

15.5%

16.8%

20.1%

6.6%

4.0%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80%

収入が減少し生活に困窮している

自分や子どもが感染していないか心配

学校、施設、病院、職場等における感染が心配

思うように外出できない

経済活動の停滞が心配

運動機会が減って体力が低下している

必要な情報が得られない

特になし

その他

無回答

全体　n=303

5.3%

37.9%

56.8%

68.4%

17.9%

20.0%

23.2%

9.5%

5.3%

2.1%

7.9%

44.7%

59.6%

59.6%

14.9%

21.1%

14.0%

4.4%

1.8%

1.8%

15.4%

42.9%

59.3%

50.5%

14.3%

8.8%

25.3%

6.6%

5.5%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80%

収入が減少し生活に困窮している

自分や子どもが感染していないか心配

学校、施設、病院、職場等における感染が心配

思うように外出できない

経済活動の停滞が心配

運動機会が減って体力が低下している

必要な情報が得られない

特になし

その他

無回答

小学5年生　n=95

中学2年生　n=114

高校2年生　n=91
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問 13 問 12 で「収入が減少し生活に困窮している」を選択された方に伺います。収入の

減少により節約したものはありますか？（○はいくつでも） ※令和３年度新規設問

・「食費（72.4%）」が最も高く、次いで「被服費（62.1%）」となっています。

・「その他」では、子どものお小遣いや、進学費用などの回答がありました。

72.4%

24.1%

55.2%

10.3%

62.1%

20.7%

10.3%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80%

食費（外食・食材費）

光熱費

遊興費

日用品費（衛生用品・生理用品など）

被服費

家具、電化製品

その他

無回答
全体　n=29

100%

40.0%

40.0%

20.0%

60.0%

20.0%

0%

0%

88.9%

33.3%

44.4%

11.1%

55.6%

22.2%

11.1%

0%

50.0%

14.3%

71.4%

7.1%

71.4%

21.4%

14.3%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食費（外食・食材費）

光熱費

遊興費

日用品費（衛生用品・生理用品など）

被服費

家具、電化製品

その他

無回答

小学5年生　n=5

中学2年生　n=9

高校2年生　n=14
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問 14 新型コロナウイルス感染症に関する情報をどこからえていますか？ （○はいくつ

でも） ※令和３年度新規設問

・「テレビ・ラジオ（70.6%）」が最も高く、次いで「市役所の公式ホームページ・SNS（55.4%）」と

なっています。

・子どもの学年別にみると、小学生と中学生で特に「市役所の公式ホームページ・SNS」が高い傾向

がみられます。

・「その他」では、ネットニュースや友人知人などの回答がありました。

55.4%

6.6%

70.6%

38.6%

13.9%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80%

市役所の公式ホームページ・SNS

広報しべつ

テレビ・ラジオ

新聞・雑誌

その他

無回答 全体　n=303

58.9%

8.4%

69.5%

36.8%

14.7%

1.1%

64.0%

8.8%

78.1%

41.2%

13.2%

0%

42.9%

2.2%

62.6%

38.5%

14.3%

6.6%

0% 20% 40% 60% 80%

市役所の公式ホームページ・SNS

広報しべつ

テレビ・ラジオ

新聞・雑誌

その他

無回答

小学5年生　n=95

中学2年生　n=114

高校2年生　n=91
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問 15 コロナ禍による生活の困りごとを誰に相談されていますか？ （○はいくつでも）

※令和３年度新規設問

・「家族・親戚（53.5%）」が最も高く、次いで「友人・知人（33%）」となっています。

・子どもの学年別にみると、小学生は「困りごとはない」が比較的高い傾向がみられます。

・「その他」では、職場などの回答がありました。

53.5%

33.0%

1.3%

0%

5.3%

5.6%

26.1%

5.6%

0% 20% 40% 60%

家族・親戚

友人・知人

市役所

士別市社会福祉協議会

その他

相談先がわからない

困りごとはない

無回答
全体　n=303

51.6%

34.7%

3.2%

0%

4.2%

3.2%

35.8%

1.1%

58.8%

35.1%

0%

0%

4.4%

5.3%

19.3%

6.1%

49.5%

28.6%

1.1%

0%

7.7%

8.8%

25.3%

7.7%

0% 20% 40% 60%

家族・親戚

友人・知人

市役所

士別市社会福祉協議会

その他

相談先がわからない

困りごとはない

無回答

小学5年生　n=95

中学2年生　n=114

高校2年生　n=91



- 46 -

問 16 コロナ禍でお子さんと過ごす時間が変わりましたか？ （○は１つ）

※令和３年度新規設問

・「変わらない（66%）」が最も高く、次いで「増えた（29.4%）」となっています。

◇問 17 問 16 で「増えた」「減った」を選択された方に伺います。お子さんと過ごす時間

が変わったことで、生活に変化がありますか？（○は１つ） ※令和３年度新規設問

・全体で「ある」が 38.9%、「ない」が 62.1%となっています。

・子どもの学年別にみると、高校生で特に「ない」が高くなっています。

・「ある」の詳細について、親子で過ごす時間や会話が増えたという意見が多く、他には、子どもが

家事をやるようになった、親子の会話が減った、ストレスが増えた、等の意見もありました。

29.4%

35.8%

31.6%

20.9%

2.0%

4.2%

1.8%

0%

66.0%

58.9%

66.7%

73.6%

2.6%

1.1%

0%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体　n=303

小学5年生　n=95

中学2年生　n=114

高校2年生　n=91

増えた 減った 変わらない 無回答

38.9%

47.4%

42.1%

15.8%

62.1%

52.6%

65.8%

73.7%

2.1%

0%

0%

10.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体　n=95

小学5年生　n=38

中学2年生　n=38

高校2年生　n=19

ある ない 無回答
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１－４ 子どもと保護者の比較

◇うちこんでいること、やりがいを感じていること

・子ども、保護者ともに「地域のスポーツクラブ、学校の部活動」が最も高くなっています。

27.0%

55.3%

15.0%

5.7%

1.5%

45.3%

29.4%

2.4%

5.4%

0.9%

22.8%

56.1%

10.9%

4.6%

1.0%

37.0%

35.0%

3.6%

5.9%

0.7%

0% 20% 40% 60%

学校の勉強

地域のｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ（野球、ｻｯｶｰ、柔道、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙな

ど）、学校の部活動

習い事（ピアノ、習字など）

学習塾の勉強

子ども会活動

自分ひとりでの活動（読書、運動、絵を描く、ゲームな

ど）

SNS、オンラインゲームなどでの友だちとの交流

その他

うちこんでいること、やりがいを感じていることはない

無回答

子ども全体　n=333

保護者全体　n=303
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◇自分がしたい活動に参加できているか／子どもが参加できていると思うか

・保護者のほうが「できていない」がやや高くなっています。

◇参加できていない理由 ※「参加できていない」と回答した方のみ

・子ども、保護者ともに「入りたいスポーツクラブや習い事、部活動がないから」が最も高くなっ

ています。

84.4%

73.6%

14.7%

26.1%

0.9%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども全体　n=333

保護者全体　n=303

できている できていない 無回答

65.3%

18.4%

2.0%

8.2%

16.3%

8.2%

0%

63.3%

7.6%

2.5%

8.9%

10.1%

27.8%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

入りたいスポーツクラブや習い事、部活動がないから

費用がかかるから

家事（家族の世話、家のお手伝いなど）が忙しいから

一緒に入る友だちがいないから

勉強や他にしなければならないことで忙しいから

その他

無回答

子ども全体　n=49

保護者全体　n=79
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◇困ったり悩んだりしていること

・子ども、保護者ともに「将来のこと」が最も高く、次いで「悩んでいることはない」となってい

ます。

5.4%

11.1%

3.0%

3.6%

33.9%

5.1%

39.6%

1.2%

15.3%

1.5%

34.2%

2.1%

4.6%

19.5%

1.7%

4.6%

30.4%

4.6%

35.0%

1.0%

17.8%

4.6%

32.0%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家族のこと

友だちのこと

異性のこと

先生のこと

勉強のこと

習い事のこと

将来のこと

地域や社会のこと

自分の性格やからだのこと

その他

悩んでいることはない

無回答

子ども全体　n=333

保護者全体　n=303
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◇子どもが困ったり悩んだりした時に相談できる人

・子ども、保護者ともに「母」が最も高く、次いで「友だち・先ぱい」となっています。

◇一日（平日で学校のあるとき）に、家族とどのくらい話をするか

・子ども、保護者ともに「よく話をする」が最も高くなっています。

41.4%

67.6%

13.5%

23.1%

61.3%

29.7%

9.3%

2.4%

5.1%

0.3%

43.6%

80.5%

15.5%

24.1%

52.1%

18.5%

6.3%

2.0%

2.0%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父

母

祖父母

兄弟姉妹

友だち・先輩

担任の先生

学校の担任以外の先生

その他

相談できる人はいない

無回答

子ども全体　n=333

保護者全体　n=303

60.7%

50.2%

29.7%

39.3%

6.0%

8.6%

1.8%

0.7%

1.8%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども全体　n=333

保護者全体　n=303

よく話をする 少し話をする あまり話をしない ぜんぜん話をしない 無回答
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◇ほっとでき、安心していられるところ

・子ども、保護者ともに「自分の部屋」が最も高く、次いで「家族と一緒にくつろぐ部屋」となっ

ています。

79.9%

49.5%

15.3%

14.1%

2.7%

2.4%

3.0%

1.8%

9.3%

9.9%

2.4%

5.4%

5.1%

7.2%

1.2%

0.3%

73.3%

71.9%

9.9%

7.6%

1.3%

1.0%

1.0%

1.3%

3.6%

4.0%

1.7%

2.0%

2.6%

4.6%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分の部屋

家族といっしょにくつろぐ部屋

友だちの家

学校の教室

学校の相談室

学校の保健室

学校のその他の部屋

児童館（子どもセンター）

図書館

公園

学習塾、習い事教室

スポーツ施設

書店、デパート内の遊戯室、コンビニなどのお店

その他

ほっとでき、安心していられるところはない

無回答

子ども全体　n=333

保護者全体　n=303
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◇自分のことが好きと思うか

・子どもは「あまり思わない」が最も高く、次いで「少しはそう思う」となっています。

・保護者は「少しはそう思う」が最も高く、次いで「そう思う」となっています。

◇自分は人から大切にされていると思うか

・子どもは「少しはそう思う」が最も高く、次いで「そう思う」となっています。

・保護者は「そう思う」が最も高く、次いで「少しはそう思う」となっています。

◇「子どもの権利に関する条例」を知っているか

・子どもは「名前も聞いたことがない」が最も高く、次いで「名前を聞いたことがある」となって

います。

・保護者は「名前を聞いたことがある」が最も高く、次いで「名前も聞いたことがない」となって

います。

22.2%

38.3%

29.7%

45.5%

32.1%

14.5%

15.3%

1.0%

0.6%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども全体　n=333

保護者全体　n=303

そう思う 少しはそう思う あまり思わない 思わない 無回答

41.7%

52.5%

42.6%

40.9%

11.4%

5.6%

3.9%

0.3%

0.3%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども全体　n=333

保護者全体　n=303

そう思う 少しはそう思う あまり思わない 思わない 無回答

3.6%

9.9%

8.1%

12.9%

37.5%

48.2%

50.5%

27.7%

0.3%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども全体　n=333

保護者全体　n=303

どんなものか知っている どんなものか少し知っている 名前を聞いたことがある

名前も聞いたことがない 無回答
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◇「青少年相談室（のぞみの電話）」を知っているか

・子ども、保護者ともに「名前を聞いたことがある」が最も高くなっています。

◇「家庭児童相談室」を知っているか

・子ども、保護者ともに「名前を聞いたことがある」が最も高くなっています。

◇「子どもの権利救済委員会」を知っているか

・子ども、保護者ともに「名前も聞いたことがない」が最も高くなっています。

13.2%

10.9%

15.6%

15.8%

47.1%

57.8%

22.5%

14.2%

1.5%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども全体　n=333

保護者全体　n=303

どんなところか知っている どんなところか少し知っている 名前を聞いたことがある

名前も聞いたことがない 無回答

8.4%

11.6%

9.3%

12.5%

47.7%

53.8%

33.0%

20.5%

1.5%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども全体　n=333

保護者全体　n=303

どんなところか知っている どんなところか少し知っている 名前を聞いたことがある

名前も聞いたことがない 無回答

4.2%

6.3%

2.7%

6.3%

28.8%

41.9%

62.8%

43.6%

1.5%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども全体　n=333

保護者全体　n=303

どんなところか知っている どんなところか少し知っている 名前を聞いたことがある

名前も聞いたことがない 無回答
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◇普段の生活の中で「守られていない」と思うこと

・子どもは「特にない」が最も高く、保護者は「特にない」と「いじめ、暴力、言葉や態度で傷つ

けられないこと」がともに最も高くなっています。

17.1%

8.7%

10.8%

19.5%

11.7%

7.8%

7.5%

9.0%

6.6%

13.8%

9.6%

14.7%

6.9%

11.1%

8.4%

0%

49.5%

6.3%

17.2%

5.6%

15.8%

29.7%

8.3%

3.3%

8.9%

7.6%

10.9%

6.6%

15.8%

15.8%

6.9%

8.3%

3.0%

1.0%

29.7%

6.6%

0% 20% 40% 60%

自分の意見をきちんと言えること

ほっと安心できる自分の場所があること

自由に遊んだり休んだりできること

いじめ、暴力、言葉や態度で傷つけられないこと

女の子、男の子で差別されないこと

外国の人で差別されないこと

学校で分かりやすく教えてもらうこと

自由に仲間を作り、仲間と集うこと

自由にものを考えて、自分のことは自分で決めること

自分が秘密にしておきたいことを勝手にみられたり、さ

わられたりしないこと

自分のやりたいこと（スポーツ、音楽、おしゃれなど）に

取り組めること

子どもの出した意見がきちんと尊重されること

自由に進学や仕事を自分で決めること

障がいのある子どもが差別されないこと

家族と一緒に仲よく生活すること

その他

特にない

無回答

子ども全体　n=333

保護者全体　n=303



- 55 -

２ 士別市子どもの権利委員会

任期 令和３（2021）年４月１日～令和５（2023）年３月 31 日

３ 士別市子どもの権利救済委員会

任期 令和２（2020）年４月１日～令和５（2023）年３月 31 日

委員名 所属等

委員長 喜 多 武 彦 士別市子ども会育成連絡協議会

副委員長 藍 口 廣 子 士別市民生委員児童委員協議会

委員 生 方 輝 喜 士別市社会福祉協議会

委員 音 丸 由 美 子育てサポートむっくり

委員 岡 田 亮 二 士別市校長会

委員 布 施 晃 子 士別市立上士別保育園

委員 谷 温 恵 学校法人谷学園 士別幼稚園

委員 野 中 英 樹 弁護士法人 木村雅一法律事務所

委員 松 田 留 美 名寄人権擁護委員協議会士別部会

委員名 所属等

委員長 野 中 英 樹 弁護士法人 木村雅一法律事務所

委員 藍 口 廣 子 士別市民生委員主任児童委員

委員 山 居 幸 子 保護司
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